近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
4クール日報（2月5日～2月11日）
	報告日
天気
	2月6日（火）
雨・雪　気温最高6度（最低1度）
	報告者
	大阪市社協：植岡、東住吉区社協：濵辺
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	志賀町文化ホール

	（主な日程）
	7:30　ホテル出発
9:45　志賀町文化ホール（災害ボラセン）着
10:00　志賀町社協職員への挨拶（事務局長不在）・ボラセン内見学
10:30　現地調査（第3クール志賀町メンバーと）
16:00  ボラセン帰着・業務引継ぎ
17:30　全体ミーティング
18:30　翌日のボランティア活動に向けた依頼者とのマッチング
19:30　ホテルに向けて出発（20:45着）
21:00　第4クール（七尾市チーム）との情報共有

	報告事項

	前日に2月6日のボランティア活動は中止することが決定
積雪のため山道を回避するルートで向かう
氷見市と羽咋市との市境付近で一気に積雪量が変わり、前日からの雪によりかなり雪が
積もっていたが、路面は凍結していなかった
●志賀町災害VC
　ボランティア活動は中止のため、志賀町社協・各地社協の職員が主にニーズ受付や問合せ
対応に従事
　
10:30より現地調査に従事（全6カ所・富来地域）
前日の富来地域の被害状況に関する共有事項を再確認
移動中も地面のひび割れや通行止めをしている場所が複数存在
現地調査票に記載されているＱＲコード（kintoneより出力）を読み取り、Ｇｏｏｇｌｅ
マップを見ながら移動
割れた瓦やブロック塀の回収ニーズがほとんど
全壊と考えられる建物が多く、空き家となっているものも多数
タブレットを使い写真を撮影し、その場でkintoneにアップ
ボラセン帰着後はkintoneの情報入力・出力の方法を引継ぎ
決められた項目に従い、調査でわかったことを入力

全体ミーティング（情報共有）
新規ニーズ　10件
現地調査　13件
完了　4件（職員で活動）
資機材のブールシートを住民が勝手に持ち出す事案が発生した（口頭での注意で終わる）ので
注意するよう共有あり

全体ミーティング後、翌日のボランティア活動に向けた依頼者とのマッチング
受付・オリエンテーション・出発までの流れをスムーズに進めるために会場内を準備

	今後の主な予定
	2/10より県のボランティアバスで50名がやってくる予定
愛知県や大学など各地からボランティア派遣の話が出ている
浜松市のダンブやタッカー車を使ってゴミを回収する話が出ている

	調整課題・所感等
	現地職員同士の関係性は良好、休息をとってもらえるような調整は引き続き必要であると
感じた。

	その他
	行き帰りともに周りは暗いので運転には注意が必要



